
＜本セミナーの講義より＞

『知らない人と会わないようにしよう』
と指導をしているのに子ども達は
『なぜ、トラブルに巻き込まれるのか？』

最初は「知らない人=危険性有り」と警
戒しているが、SNSを通じてコミュニケー
ションを取るうちに自分のことを理解して
くれる身近な人に意識は変化していく。

『どんな人なら会っても良い？』
『人によって会って良い基準が違う？』

※ 動画とすぐに使える指導案を使った
授業の展開例を具体的に紹介します。

文部科学省委託「情報モラル教育推進事業」

情報モラル教育指導者セミナー
令和2年1/18(土)岡山県 2/３(月) 東京都 2/21(金)宮崎県

講義
演習

※会場によって時間が異なります。

■プログラム

■日時/会場

スマートフォンやＳＮＳが子供たちにも急速に普及し、それらの利用に伴
う犯罪被害等も生じています。そのような状況の中で、一層重要となる情
報モラル教育の指導力向上が必要です。

行政説明
（20～30分）

教育の情報化の動向について

講義
（50～60分）

体系的・組織的に取組む情報モラル教育
（子供自身が「自分ごと」として考える情報モラル教育について、文部科学省が作成
している啓発資料や動画教材、指導の手引き等を使った授業イメージを紹介） 等

ワークショップ
（60～90分）

①自覚と自律を促す指導方法の体験
②体系的な情報モラル教育のためのカリキュラム・マネジメント 等

岡山県 東京都 宮崎県

日 時
令和2年1月18日（土）
13:00～15:00 ※e-ｽｸｰﾙｽ
ﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ・ｷｬﾝﾌﾟ内ｲﾍﾞﾝﾄ

令和2年2月3日(月)
13:30～16:30 (予定) 

令和2年2月21日(金)
13:30～16:30 (予定)

会 場
倉敷市児島文化センター
（倉敷市児島味野2丁目8-
30）

ビジョンセンター田町
（港区芝5-31-19ラウンドクロ
ス田町4F）

宮崎県教育研修センター
（宮崎市阿波岐原町前浜
4276-729）

対 象
・各学校での情報モラル教育や生徒指導にかかわる教員
・教育委員会、教育研修センターの情報モラル担当指導主事 等

定 員 各会場 定員100名 ※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

申込み
ＮＴＴラーニングシステムズのサイトよりお申込みください（参加費無料）

http://nttls-edu.jp/moral2019/ →

新たな問題を考えるための教材検索

「SNSを通じた
出会いの危険性」

教材⑮ネット被害（小５～中１）

←文部科学省
mextchannel

※「情報化社会の新たな問題を考えるための教材」より


